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畑虫卵の比較的高温（30°C～50°C）に長期間

曝露下の無酸素の影響について

小 津 茂弘

埼玉県衛生研究所 （指導 分島整所長）

（昭和 35年 11月7日受領）

緒言

胴虫卵の自然界における死滅機転或は腐敗醗酵等，生

物学的方法による殺卵のメカニズム等を究明するため，

著者は1956年以来豚胴虫卵の長期「比較的高温」曝露下

における無酸素の影響について！？下細な観察を行った．

胴虫卵の 無酸素状態てのj~抗性については， Ballez

(188fi）が馬畑虫卵について培養秤器面に 油層を作って

空気を断ち実験を行つ土のが最初であり，その後 Ranson

(1912), 宮川 (1912),Martin (1913），小林 (1922)

等々の研究があり，何れも無酸素状態は姻虫卵の発fIを

停止するのみだと云つえ．叉長期間の無酸素試験では大

場 (1923うが36日間，Martin(1913）が3カ月半の観主ぎ

をしており，何れも踊後酸素を供給すれば発育を再び始

め，倍地の腐敗さえなければ，無酸素ても畑虫卵は死滅

しないと云った．併し畑虫卵は果してどの程度の期間無

敗素状態に耐え1与るかについては未だ詳細な研究報告が

見当らない．

次に畑虫卵の高温度に付ナる抵抗については瞬間的殺

滅を目的とレセ高温に関ナる研究は従来比較的に多い

が， 「比較的高温」については詳細な業績に乏しく古川

(1923）は 37℃ては初期の発（Jのみで死滅すると云い，

大場 0923）は37°0では蝋叫期まで発育すると云い，，11

木（1934）は40°0て80時間以上ては発育能力を失い，45℃

てな10時間以上どは発育能力を火うと云い，竹山（1950)

は姻虫卵の致死限界は37°0て6～7日， 40°0て3～4日

41°0て2～ 8日と云い，ヌ人腸竹内ては37℃以上の温度

があるに拘らず生存ナるが発汗しない様だと云ってお

り，界藤く1958）はとれより各温度共に 1日位長く生存

していると報告している．

而しとれらは何れも液浸培養又は瓦培養等による単細

胞についての報告で，実験には同時に繁殖を予怨される

細菌についての考慮：こ乏しく ，欧米諸国の報告も殆んど

同様である．

著者は前記のような従来の邦家の業蹟から鯛虫卵の発

n：こ適した湿度を永く保ち，且有言菌の作用を出来る疋

け除外した状態て、観察を続けるてととし， 3 °oi成菌斜面

寒天培地を用い．胴虫卵を純粋の無酸素状態における種

々の温度条件特に比較的高温ての抵抗性について観察を

行い，同時に比較的高温下における無酸素の芯義，特に

iJl(E微生物に基ずく酸素欠乏関係の究明を試みた．そし

てとの為には斜面寒天培養と水道水培養との比較試験を

行うと共に姻虫卵と特定細菌とを混在させた．場合の抵抗

性について実験を行った．

以下上記諸実験から興味ある事実を若干知り 1~｝.たので

報告し，諸賢の世｜］批判を仰ぎたいと思う．

材料と方法

I.姻虫卵の培養には細菌，カピ等の影響を受けず且

虫卵発育がよい 3%滅菌斜面寒天培地を実験の際に（但

し・1.k道水培養試験並ヴに細菌混在試験を除く〉使用し

之．無酸素試験は細蔚の嫌気性培養に用いられる方法の

1つである Buchner氏法（第1図）を応用して， 中試

験管（内f'&16mm，高さ 180mm）に Pyrogallol0. 35 g 

と10%Kon 2 ccを加えて，約 2cmに切ったわり箸を

試験管底に入札て，鯛虫卵塗布の寒天培地を浮かせて納

入し，直ちに二重ゴム栓て厳重にふたをなし，その上か

らまわりを蝋て封じた（第2図） . PyrogallolおよびK

0 Hの使用日は Buchnerの計算によれば． 400ccの空

気を無酸素とナるには44%の Pyrogallol8 ccに2090K 

0 IIlOccを必要とするから，著者の使用せる試験管ては

山容が36.17 ccとなりとの場合には Pyrogallol0. 317 g 

と10%KOIIが l.8cc必要となるが，少し余牙：ニ見積っ

て前記の如く Pyrogallol0. 35 gと10% KOII 2 ccとを

使用した試験管内が完全：こ無酸素になったか否かと云

う判定には Pyrogallolの黒変のタ卜に，メチレン青によ

る脱色反応を併用した．との指示薬はl0°oGlucose 4.2 

cc, IN NaOH O.lcc，メチレン青液（メチレン'if0.05

( 81 ) 
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第 1図 Buchner氏擁気性細菌培養法
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第 2図 姻虫卵無酸素培養法

¥OOmm 

g＋水30cc)0.1 ccを混じたものを． 3%寒天とよく混

和させて斜面として凝固させた．

Il .すべての試験に使用した姻虫卵は何れも屠場より

採取した豚雌姻虫の子宮下部 1.5cm内卵を材料とし，

採り出した数十匹好の子宮を試験管に集め，蒸溜水少昆

を加えて竹棒てよく押しつけながら撹持して，子宮内卵

を充分に押し出し，ガーゼ 1枚て穂過して子宮壁等の残

涯を除去した後，数回蒸溜水て、よく洗糠した虫卵を使用

した．単細胞卵使用試験には洗鯨した子宮内卵を直ちに

寒天培地に白金耳て塗布して用い，仔虫期卵使用試験に

は子宮内卵を塗布した寒天培地を30°C解卵器内て培養を

行うと，大体 8日てほとんど全卵仔虫期に達するが，試

験には培養開始後3週間を経過したものを用いた．

llI.細菌と畑虫卵を混在させた実験は生菌として B.

coli並びに P.Morganiiを用いて， 滅菌試験管（内径

10 mm，長さ 100mm）に滅菌蒸溜水を入れて姻虫卵と

共に生菌を懸濁させて培養を行った．叉対照として B.

coli並びに P.M01・ganz・iを1%ホルマリン水て予め死

闘として置き，同様に畑虫卵と共に滅菌蒸溜水中に懸濁i

させて培養を行った．培養温度は共に30°Cである．

N.著者の行った実験方法は次の 7種目てある．

1) 単細胞卵におよぼす短期間 (120時間以内〉の無

酸素状態と温度の抵抗試験．

本試験の場合には畑虫卵を塗布した寒天培地を， 24時

間， 48時間， 72時間， 120時間夫々無酸素状態にして作

用させたもの各3ノド宛と，刻照として寒天培地に畑虫卵

を塗布したのみのものを同数つくった．との場合に無酸

素群8木と対照群3本づ、つを 1グループとして，夫々前

記4通りの無酸素作用l時間中を30°0,35°0, 40。0, 45°0, 

50℃の各温度の鰐卵器並びに氷室（ 2～ 5°0）中に納入

して，無酸素群は温度と同時作用させ，対照群は温度作

用のみを行ってJ！抗性の比較検討を行った．

2) 仔虫期卵におよぼす短期間（120時間以内）の無

酸素状態と温度の抵抗試験

本試験の場合は予め寒天培地に塗布して培養を行い仔

虫期卵をっくり，それを前記単細胞卵の実験の場合と全

く同様の方法て行った．

3) 単細胞卵におよぼす短期間 (120時間以内〉の無

酸素状態と温度の抵抗試験を水道水培養法て行った場

合．

本試験の場合は前記寒天培地の代りに小試験管（内径

lOmm，長さ lOOmm）に水深 lcmになる様に水道水を

入れ，その中に姻虫卵を懸濁させた培地を用いて全く前

記〔 1）の場合と同様の方法て試験を行い，寒天培地の

場合と姻虫卵の受ける無酸素および温度に対する抵抗性

に変化をきたすか比較する資料としえ．

4) 発育各期畑虫卵におよぽす短期間020n与間以内〉

の無酸素に却する抵抗試験

本試験の場合は予め寒天培地に塗布した畑虫卵を30°0

f陣卵器内て夫々牙裂期卵，桑実期卵，蝋叫期卵にまで発

育させたものを使用した．無酸素群並びに対照群を夫々

8本宛各期共にっくり，との 1グループ毎に夫々30°0Y障

卵器内にて24時間， 48時間， 72時間， 120時間無酸素状
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態に作用させた．

5) 単細胞卵におよぽす長期間（200日以内うの無酸

素状態と温度の抵抗試験

本試験の場合には姻虫単細胞卵を塗布した無酸素群60

木宛と対照群を同数だけ作り，計 120木づつを 1グルー

プとして夫々30°0' 35°0' 40°0の各温度の卿卵鹿内に納

入 し，30°0の場合は 200自の期聞を10日毎に区切って，

3本づっ取出して観察を行い，35°0の場合は90日迄（以

後打切り〉の期間 5日毎に区切って同様に 3木宛取出し

て試験を行い， 40°0の場合は 2～ 3日毎に区切って，60

日迄く以後打切り〉の期聞を同様に試験を行った．

6) 仔虫期卵におよぽす長期間〔200日以内うの無酸

素に対する抵抗試験

本試験の場合には予め培養した仔虫期卵を用いて，無

酸素群と対照群を夫々60本宛づっ作り. 30°0Y陣卵器内て、

200日迄の期間培養試験を行い，10日毎に区切って 3木

宛づっ取り出して試験を行つ土．

7〕 細菌混在による抵抗試験

本試験は B.coli並びに P.Morganiiの生菌および

1%ホルマリン水て、死菌とした両細菌を，単細胞卵と共

に夫々滅菌試験管内の滅菌蒸溜水中に懸濁させて30。C牌
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卵器内て培養試験を行った．

v.各種類の抵抗試験の観察は，無酸素および加温叉

は冷蔵作用の終了後に，無酸素群は直ちに中試験管から

蜘虫卵を塗布した寒天培地の小試験管を取り出して，対

照群と共に直ちに30cC~障卵器内？と移して有酸素状態て培

養を続け，培養8日目， 5日目， 10日目， 30日目，50日

自に夫々観察を行った．

鏡検は何れの実験の場合も各群共に 3本の培地から夫

々虫卵塗抹標木を作り各々 100コ計 300コの虫卵を算え

て，その発行像について変性卵，不明卵（多好変性卵と

思はれるが確認出来ないもの〉，単細胞卵，二細胞卵，三

細胞卵， 四細胞卵，数細胞卵， 桑実前期卵， 桑実後期

卵，蛸虫ヰ前期卵，蛸虫ヰ後期卵，仔虫期卵に好類して観察

を行い，その百分率をもって各実験に対する胴虫卵の無

酸素状態における比較的高温の抵抗性と同条件の温度に

対寸る有酸素の場合の畑虫卵との比較を行った．

実験成績

1) 単細胞卵におよぽす短期間 (120時間以内〉 の無

酸素状態と温度の抵抗試験

木試験における実験成績は第3図にみられる通りであ

り，

内
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（イう氷室保管の場合

比般的高温の試験を行う場合の参考として最初伝氷室

保管した時の実験を行った．

24時間作用は培養3日目て無酸素群も対照群も共に85

%以上が牙裂後期（数細胞期と四細胞期，以下同様）に

発育し， 5日自には78%以上が桑実期に， 10日自には90

%以上が仔虫期に達しており．以後50日目の観察ても変

性卵はほとんど認められなかった．

48時間作用は培養3日同て無酸素群が64%，対照群が

79%は牙裂後期に，5日日に無酸素群は83%，対照群は

91%が桑実期に， 10日自には共に90%以上が仔虫期に達

しており，以後50日目の観祭ても変性卵はほとんど認め

られなかった．

72時間作用ては無酸素群は48%が分裂後期， 36°6t＇分
裂前期〔三細胞期と二細胞期，以下同総〉であり，刈照

群は84%が分裂後期に培養 3日目はなっており， 5日目

には無酸素群は 56%が桑実用， 刻照群は 68%が桑実J羽

に，10日日には両群共に 90°G以上が仔虫期になってい

た．以後日日日の観察まで変性卵はほとんど無かつえ．

120時間作用ては培養 3日目て無酸素群は11%が分裂

後期， 66%が分裂前期， 20%がまだ単細胞期であり，刻

R視学は70%が分裂後期.23%が分裂前期， 5%が単細胞

期であり， 5日目には無酸素群は69%が桑実期， 17%が

分裂期に，対照群は87%が桑実期であり， 10日目には両

群共に80%が仔虫期になっており，50日目には両群共に

90°6以上が仔虫期に達していた．

くロ） 30。0￥陣卵器内積養の場合

24時間作用は培養 3日目て両群共に90%が分裂後期て

あり， 5日目は35%が蝋叫期， 55%前後が桑実期に，10

日日て、97%が仔虫期に達し以後50日目まで観祭を行った

が変化はなかった．

48時間作用は培養3日目て無酸素群は 95%が分裂後

期，僅かが桑実期，蛸虫ヰ期に達しており，刻照群はとの

場合？こは培養継続となり 5日日と云うととになるので

（以下通算何日日に当ると云う）91%が桑実期， 6 9oが蜂↓

叫期に， 5日向は無酸素群が29%の蝋叫期と66%の桑実

期てあり，対照群は通算 7日円に当るので96%が仔虫期

に， 10目目は無酸素群も96°6が仔虫期となり，以後50日

固まで観察したがほとんど差が認められ立かった．

72時間作用は倍養3日目て無酸素群は 92%が牙裂後

期，対照群は通算 6日目に当るので36%が捌叫期， 62%

が桑実期てあり， 6日口は無酸素群は12%の蛸斜期と86

%の桑実期て、，対照群は通算 8日自に当るので，95%が

( 84 ) 

仔虫期に達しており， 10日自には無酸素群も97°6が仔虫

期になり，以後50日目まで観察したが両群共に変化なか

った．

120時間作用は培養3日自に無酸素群は84%が分裂後

期であり，到ftCT群は通算 8日目に当るので、9890が仔虫期

に達しており， 5日日には無酸素群は29%の蛸斜期と69

%の桑実期ており， 10日日には96%が仔虫期に達し以後

50日目まで観察を行ーつ疋が変化なかった．

（ハ） 35℃卿卵認内培養の場合

24時間作用ては培養3日目て、無酸素群は54%が升裂後

期，対照群は70%が牙裂後期てあり， 5日目は無酸素群

は38%が桑実期， 40°6が分裂後期て、，対照群は60~oの桑

実期と30%が牙裂後期てあり， 10日自には両群共に97%

が仔虫期に達し，以後50日目まて観察じたが変性卵はほ

とんどなかった．

48時間作用ては培養3円日て無酸素群は 29%が桑実

期， 61%が分裂後期であり，対照群は44%の桑実用と」3

0-6の分裂後期てちり， 5日自には 6%が餌叫期，91°6が

桑実期に無酸素群：まなっており，対照群は 10°0が仔虫

期， 58%が蛸叫期， 24°0が桑実期であり ，10日日には両

群共？と94%が仔虫j切に達しており，以後50日目まで観察

したが変性卵は少なかった．

72時間作用ては培養 3日日て無酸素群は85%が分裂後

期， 20%が分裂前期であり，対照群は19%の桑う定期と67

%が分裂後期てもり， 5日同は無酸素群が90°0桑実期て

あり，対照群は ＇l0oが仔虫期， 39%が蛸叫期，-16°0が桑

実期であり，JO日日にな何れも 93%以上が仔虫期に達

し，以後50日日空て観察したが変性卵は無酸素群が 5%

前後，対照群は 7～l(i06であった．

120時間作用ては培養 3日日て無酸素群は66%の王子裂

後期と2596の分裂前期でもり，刻照群は82%が牙裂後期

て、あり， 5日目：4：無酸素群は95%が桑実期，対照群は48

%が捌斜期， 25°0が桑実期であり， 10日日ては無酸素群

は82%が仔虫期に達したが，刻照群は逆に発f'fがおく.；L

まだ43°6の仔虫期と』5°6の脳叫期であり， 30日日には両

群共に88%が仔虫期；こ達し，以後50日目まで観祭を行っ

たが変性卵は無酸素群で 6～12%，対照群は12～1790で

あった．

くニ） 40°0僻卵器内培養の場合

24時間作用ては培養3日日て、無酸素群は43%の分裂崎

期と46%の単細胞期てあり，対照群は40%が分裂後期，

38%が分裂前期， 13%が単細胞期であり， 5日目は27%

の桑実期と58%の牙裂後期に無酸素群はなっており，ぶI



TI¥1群は 7%が！嗣掛期， 56%が桑；定期， 28%が分裂後期に

なっており ，30日自には両群共に90%以上が仔虫期にな

り，以後50日目まで観察したが変性卵は 5%前後てあっ

f乙

48時間作用て培養3日目の無酸素群は10%の桑実朋と

75%の分裂後期であり，対照群は 6%が桑実期， 4U0oi>

分裂後期， 35°-Gが牙裂前期であり， 5日日は無酸素群が

73 %の桑実期と 16%の分裂後期，刻－照群は 80%が桑フミ

J羽， 7%が牙裂後期であり， 30日r::iには8fi%以上が両群

共に仔虫期に達し，以後50日目まで観察したが〉変性卵

は無酸素群ては 5～13%，刻照群ては 13～18%ておっ
~－ /(_. 

72時間作用ては培養3目白て無酸素群は56°6が牙裂後

期， 21%が牙裂前期であるが，刻j1(1群は50°6が分認後

期， 33%が牙裂前期， 10°6が単細胞朋であり， 5日11て

は無酸素群は84%が桑実j明，対照宮下は70%が桑フミ期，20

06が分裂l前期であり， 30円円には両群共に80%以上が仔

虫期に達していたが，以後50日日 まで観察を続けたが変

性卵は無酸素群が 7～13°0，対・照群が10～22°6と幾分用

加の傾向がみられた．

120 I時間作用では培養 3日目て無限素群は5390の牙裂

後期と30%の介裂前期てあり ，対照群は68%の牙裂後期

と15%の牙裂前期であり， 5日目は無酸素群が桑定期16

%と牙裂後期68%で》Jり，刈・n者群は桑実期60%と牙裂後

期2590であり， 30日日には無般素群は80%が仔虫期に達

し，対照群は62%の仔虫期と25%の！桝叫期であり，50日

目には無酸素群は82%が仔虫期て1890が変性卵になって

おり，一方対照群ては74%が仔虫期て26%が変性卵とな

っていた．

（ホ） 45°CW1!手卵器内培養の場令

24時間作用ては培養 3日円て無限素群は8日%が「詳細胞

で、あったが，対照群は 24%が介裂，後期，33%が分裂前

期， 25%が単細胞期てあり， 5日円には無酸素群は30°-b

が牙裂後期，38%が牙裂前期，28%が単細胞期てあり，

対照群は19%の桑実期と61%が分裂後期て、あった．市し

30日自には両群共に87%以上が仔虫期に達したが以後50

口自の観察て無酸素群は18%が対照群ては37%が変性卵

え移行していた．

48時間作用ては培養 3日日は無酸素群が25%の分裂前

期と61%の単納胞期てあり，対照群は25%が牙裂後期，

48%が分裂前期，23%が単細胞期てあり， 5日自には無

酸素群は 8%が分裂後期， 27%が分裂前期， 53%が単細

胞期てあり，刈照群は 71%が牙裂後期， 4%が分裂前
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期， 1%が単細胞月Jてあり，30日目ては無酸素群は34%tf.

仔虫期， 3%が！脳血ヰ湖， 13%が桑実期まで発育したが，

まだ28°6は市細胞，l!Jjて残っており，刻照群は8l0oが仔虫

期， 3%が蛸叫期， 3 9oが桑実期であったが， 50日日の

観Zさては無酸素群は50%が仔虫期に達していたが， 27%

二変性卵に移行しており，対照群は仔虫期から63°0が変

性卵に移行していた．

72時間作用ては無限長群は83°6が単細胞朋， 11O,jが卦

裂前期と云う培養3円口の成績であり，刻n百群も同様に

86%が単細胞朋て10%が牙裂前期であり， 5日日では無

酸素群は 8°oが分裂後期，28%が牙裂前期，54°0が「詳細

胞期てあり， 刈・照群は 60%が分裂後期，10?Gが分裂前

期， 13%が単細胞朋てもり， 30日日には無酸素群は 2%

が仔虫期になり ，各発ff期にわえり37°Gがま，で単細胞期

として残っており，ぶrn日群は35%が仔虫期てや：まり各発

ffノ切にわたっており， 50円口の観察て、；ま無酸ぷ！？下は少し

づ、つ各発育期にわ三って生存卵があるが50%は変性卵と

なっており ，刈.i!¥1群てほ：）［it＇こ86%が変性卵に移行してU、
か」

120時間作用ては培養 3日日て、無酸素群はl5°oは分裂

期に発育していえが，まだ75%は単細胞期であり，対照

群は84°6が単細胞朋て、， 13%は変性卵となってつり， 5 

日口には無酸素群は10%が桑実期て，各発育期にわたり

32 %は空だ単細胞であっ，ヒ対照群は 10%が分裂後期

て、64°6はまだ ~li綱抱てちり 3 変性卵も14°0認められた．

30日目の観察ては両群共にほとんど変性卵に移行して

おり，50日日には両群共Jこ87°-b以上，"°j＇：変性卵となってい

た．

（へ） 50°CW陣卵（，~11：：］培養の場令

24時間以上作用さ）1:-/c場念僅かに二細胞期に速したも

のもあっ，でが，ぞれ以上に発育するものはなく ，両群共

にほとんど全卵がlj'L細胞から変性卵に移行してい／と．

2) 仔虫期卵におよ：~-J短期間 (120 時間以内〕の無

酸素および温度の瓜抗試験

本試験におけるつだ験成績は第4図にみられる通りであ

’：；. 

（イ〉氷室冷蔵の.I場介

120時間以内は何れの無酸素作用群も刻照群も仔虫朋

卵は培養50日日の観筑まて＼すべて90旬以上が生存して

おり，変性卵は5～ 8°6てあっ／ヒ

（ロ） 30°Cffl降卵器内培養の場合

120時間以内の無酸素に作用させた仔虫期卵は，培養

50日自の観察ても対照群と同慌に95%以上が生存してお

( 85 ) 
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り，変性卵の出現は両群共に 5%以下てあった．

くハう 35°0￥陣卵器内培養の場合

'!2時間以内無酸素に作用させた仔虫期卵は，培養50日

自の観祭においても対照群と同様にほとんど全卵生存し

ており，変性卵は常に 6%以下てあ・った．

120時間作用ては大部分は仔虫期卵として生存してい

るが，培養30日目項から両群共に温度の影響が現われて，

空胞変性卵 6%位と100-s前後の生死不明卵が出現してい

（ニ） 40°0¥1障卵器内培養の場合

24時間作用ては無酸素群は培養50日自の観察ても87%

が生存しており，空胞変性をお三しえものが 9%，不日Jj

卵が 3%であるが，前照群は培養30日目頃から変性卵が

急増して20%前後となり， 50円口の在来察ては生存仔虫期

卵（ま76°0て，変性卵は22%，不明卵 2%であった．

48時間作用ては無酸素群も刻·n~：群も培養30 日目は変性

卵が無酸素群；ま 9%，対照群が16%となっており，完全

な仔虫期卵は何れも75%前後しか生存していなかった．

50日円には無酸素群は変性卵が10°6となっており y 対照

群は変性卵が35%であった．

72時間作用では両群共に30日目の観察て無酸素群は変

性卵 8%であり，対照群は変性卵24%であり， 50日自の

観察ては両群共に変性卵が75%前後となっていた．

120時間作用ては両群共に培養5日自には変性卵が増

加して19%位となり，完全な仔虫期卵は80%であり， 30

日日には無酸素群は変性卵28%，不明卵 9%，対照群は

変性卵28%，不明卵10°0となっており， 50日目の観察て、

無酸素群は変性卵が80%，仔虫期卵は20%が生存してい

るのみであり，対日窃宇もほとんど同様に変性卵が74%で

仔虫期卵は26%であった．尚乙の残存仔虫期卵も変性卵

に移行するのは最早時日の問題と思われる．

（ホ） 45°CY.降卵持内培養の場令

120時間以内の無酸素作用の場令は何れも培養 3日目

にはまだ90%は完全な仔虫期卵として生存していたが，

培養5日口にはどの場合も90%が生死不明卵となってお

り，完全な仔虫期卵は認められず， 30日口には90%以上

が変性卵となっており， 50日自の観察ては97%は変性卵

てあり， 3%以内の不明卵を認めるのみであった．
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（へ） 50°C僻卵器内培養の場合

72時間以内の場合は無酸長群も対照群ま培養3日円て

既に完全な仔虫期卵として生存しているものは 8Ot]以下

であり，不明卵が87%以上是認つられ， 5日日には24時

間作用て 2～4%がまだ仔虫期卵として生存していた

が，他は何れも92%以上が変性卵となっており，以後10

日目には生存卵はなくなり， 98%以上のほとんど全卵が

変性卵となっていた．

120時間作用ては培養3日目の観察て生存仔虫期卵は

既に認められず， 91%の不明卵と＼） 00の変性卵てあり，

5日目には98°0以上が変性卵て、あり，以後日日日まて観

玄きしたが，全卵完全に死滅していえ．

3) 単細胞卵におよぼオ短期間 (120時間以内〉の無

酸素状態と温度の抵抗試験を水道水培養法て行つ疋場

合．

本試験の場合の実験成ti>'fは第5図にみられる通りてあ

<;. 

Lイ〉氷室冷蔵の場合

24時間作用は培養3日口の観祭て無酸素群は92°66＇牙

裂後期てあり，刻nCT群は60°0が牙裂後期， 20%が分裂前

期， 30°0が「詳細胞期てあり ，5日自には無酸素群は 100°&

桑フミ朋，刻照群は54°0桑夫.J明と40°0分裂後期になってお

り， 10 口日には無限素群は8490の仔虫期と16~6"の蝋叫期

になっており，対照群は7290の仔虫期と26%の蛸叫期で

あり， 30日mこは両群共；こ97°0以上が仔虫期に達してお

り，以後50日日まで観察したが，変性卵は僅か 1%であ

ーコ，こ．

48時間作用ては培養 3日日て無酸素群は57%が牙裂後

期， 31%が牙裂前期， l09oが単細胞期であり，刻照群は

分裂後期が32%，牙裂前期が26°0，単細胞期が41°0てあ

り， 5円日には無円安素群は88°0が桑宍期， 12%が牙裂後

J切であり，対照群は28°6"が桑うだ期， 38%が牙裂後期， 30

%が分裂前期であり， 10日円には無i酸素群は84°0の仔虫

期と1490の蝋虫半期て、あり，対！！日群は55ヲ。が仔虫期， 36°0

が虫干｝叫j羽， 8 O(Jが桑実期てあり， 30日自には両群共に97

%以上が仔虫期に達しており，以後50日口まで観察し／で

が，変性卵は 2°o前後てあヲ之．

72時間作用て；ま府養3円「lて無酸ぷ群は2990が分裂後
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期， 37°0が分裂前期， 33°0が rj~.細胞別であり，対照群；ま

:25°；が牙裂後期， 30°0が号裂l抑制， 41%が単細胞期であ

り， 5円日には無酸素吉引かtJ0oが桑フミ期， 14%が分裂後

期であり，対照群は72°0が桑：定期， ~4%が分裂後期ても

り， lO日自には無酸素群は 50°oが仔虫期， 32%が蛸叫

期， 14°0が桑実期であり，~－J照群は38%が仔虫期， 38°6

予鮒叫期， i8°c;が桑実期てあり， 30口口には両群ともに

97°6以上が仔虫期になっており，以後50日目まで観祭し

たが，変性卵は 3%以内の山現であった．

120時間作用ては培養3日日て無酸素群は24%が分裂

後期， 47°0が分裂前期， 39?oが「詳細胞期てあり，対照群

は1G0oが分裂後期， 49°0が牙裂前期， 3390が単細胞期て

もり， 5日日には無酸素群は7690が桑実期， 24?oが牙裂

後期であり，対照群はG6?oが桑実期， 34%が分裂後期で

あり， 10日目には無酸素群は47%が仔虫期， 38%が蝋叫

j明， 12%が桑実期であり，対照群は33%が仔虫期， 43%

が蝋叫期， 20%が桑5定期てあり， 30日自には97%が仔虫

期になっており，以後50日自主て観察したが，変性卵は

3 o；以下であった．

くロ） 30℃解卵器内培養の場，合

~－！時間作用ては無酸素群は培養 3 日日て52%が分裂後

期， 36%が分裂前期， ll?oが単細胞期てあり，対照群は

79%が牙裂後期， 1C9oが分裂前期， 5%が単細胞期てあ

り， 5日自には無酸素群は53%が桑実期， 41%が分裂後

期， 4°oが分裂前期て、ちり，対照群は 4%が蝋叫期， 76

9oが桑フミ期， 2090が分裂後期であり， 10日自には無酸素

群：ま88°0が仔虫期， 8 o－；；；：；~醐叫期て、－~り，対照群は\:l5%

が仔虫期， 4 °17が掛虫ヰ期ており， 30日自の観祭ては98%

がf子虫朋であり，以後50日日まで両群共に変性卵は：！まと

んYなかった．

』8時間作用ては培養3日11て無限素群は62%が牙裂後

期， 30°0が牙裂前期， 6 °oが「詳細胞期であり，対照群は

::l6° oが桑実期， 55°0が牙裂後期， 12%が牙裂前期， 5% 

が単細胞期になっており， 5日目？こは無酸素群は98°0が

桑フミ矧，刈照群は69°6が桑＇）.；； J胡， 20%が分裂後期， 5 °o 

が牙裂前期， 3%が主だ準高ITIJJ包期であり， 10日口には無

限素群は87°＆が仔虫期， 12%が捌掛期て、あり，対照群は

20°0が仔虫期， 11%が蛸叫期， 58%が桑実期であり， 30

日円には両群共に98%以上が仔虫期に達しており，以後

50日自主て観察を行ったが異常は認められなかった．

72時間作用ては培養3日目て無酸素群は19%が分裂後

期， 41%が牙裂前期， 37%が単細胞期であり，対照群は

( 88 ) 

68%が桑実用， 36°0が分裂後期であり， 5日目には無酸

素群はfi7°oが桑実j羽， 37%が分裂後期， 8%が分裂前期

であり対nu群は 79oが仔虫期， 41°oが蛸虫ヰ期， 49°0，予

桑実期に発育しており， 10日日には無酸素群は22°0が仔

虫期， .48°0が蝋叫期， 28°0が桑実用てあり，刻

σ6が今仔虫期， 6 °oが蛸虫ヰj明てあり， 30日目には両群共？と

リ890が仔虫期てあり，以後50日目まて観察したが変性卵

はs9；前後てあっ之．

120時間作用ては培養3日円に無酸素群は5290が好裂

後期， 43%が牙裂前期， 4%が単細胞期であり，初日目群

は 3%が仔虫期， 60°0が蛸叫期， 33%が桑実用てちり，

5日日には無問責素群は92°0が桑実期， 8 00が牙裂後期て

あり，対照群は74?oが仔虫期， 26%が蝋虫ヰ期てあり， 10

日日には無酸素群は 60°oが仔虫期， 37 %が餅！M期であ

り，対照群は97°0が仔虫｝拐になっており， 30日自の観祭

ては98%が仔虫期に両群共に発育しており， 50日打の観

察まで行ったがほとんど変性卵は認められなかった．

（ハ） 35°C解卵器内培養の場合

24時間作用ては培養3日円て無酸素群は90%が分裂後

期， 3%が牙裂前期， 4o；が単細胞期であり，対照群ば

94%が牙裂後期であり， 5日自には86%が桑夫・朋， 12%

が牙裂後期てあり，対照群は82%が桑実期， 12°1'"ジ介裂

後期になっており， 10日日には無酸素群が89%仔虫朋，

（）%が蝋叫期であり，刈照群は87%が仔虫期， 11ooが捌

掛期になっており， 30円日には両群共に97°6がff虫朋に

なっており，以後50日日の観察まて、行った．

48時間作用てはJ者養3日円て無酸素群は40°17が号裂筏

期， 36%が分裂前期， 20°6が単細胞期てあり，官、JH守群3

36 °-Gが桑実期， 54°oが牙裂後期， 4ooが牙裂前期てお

り， 5日目には無酸素群は76°0が桑実期， 19%が分裂後

期， 3%が分裂前j明てちり，社照群は97%が桑実期でち

り，10日日には無酸素群は86°0が仔虫期， 14%が蝋叫朋

てあり，対日夜群は90°o ,7~ 仔虫期， 9%が蛸齢期に発行し

ており， 30日円には両群共：二95°6以上が仔虫期に達して

おり，以後50日口まで観察したが変性卵は 2%前後てお
J 、 九
J ，」・

72時間作用ては培養3日口て、無酸素群は11o，；が分裂後

期， 45%が牙裂前期， 40°6が「詳細胞期であり，対！Ki群は

42 %が桑実期， 52%が牙裂後期， 6%が分裂前期てち

り，5日自は無酸素群は72%が桑実用， 23°6が分裂後期

て、，対照群は95°6が桑実期， 5%が牙裂後期であり， 10

日自には無酸素群は17%が仔虫期，日%が蝋虫ヰ期， 15°6

が桑実期であり，対照群は 16%が仔虫期， 18%が！除l叫



期， 6』O（；が桑実期てあり， 30日口には無酸素群は96°6ii';

仔虫朋：こ達し， 4%が変性卵となっており，対照群は90

06が仔虫期， 10%が変性卵となワており， 50日日の観察

ては無賊嘉群は仔虫期が92°0，変性卵は 8°oて、もるが，

対照群ては '(906j；仔虫則ご ~1 °o（よ変性卵に移行してい
、，＿

J」．

120時間作用ては培養3日日に無限素群は37°0が分裂

後期， 51Gl(Jが；牙裂前期， 12°6が恥細胞矧てカり，対照群

は9390か桑実用， 7%が分裂後期てろり， 5日日には76

%が桑ゾミ期， 24°0が分裂後期に無限素群はなっており，

対照群；二1」%の蛸叫期と78°0の桑ゾミ期て、あっとが，変性

卵毛 6°o出現しており， 10日口には無酸素群は75°0が蝋

叫期， !) 00か桑実期であり， 8°oの変性卵と 8°oの不可j

l卯が認うられ，対照群は55°0が蝋叫期， 20°0が桑実JIJJて

あり， 13°6の変性卵と12%の不明卵が認められており，

30日日には無酸素群は 79%の仔虫期卵と 21%の変性卵

を，対im群は65G'6の仔虫）明卵と35°0の変性卵を観察！＿.，，

50円日の観察ては無酸系群の変性卵は22°0てほとんど30

日日と同様であったが，士、ma群は変性卵が16°0と増加し

てい，モ

くニ） 40 c~博卵器内培養の場合

24時間作用ては培養 3日口て無酸素群；ま 3oc;が分裂r]lj

j明， 76°0が単細胞期であり， i況に17°6の変性卵と 4%の

不明卵が主り，対照群は 4°oが分裂前期， 70%が「Ji細胞

j明プキリ，変性卵は22°0，不flf]卯が 49oごあり 5日円に

じ無般ぷ群（よ 1°oが桑フミj羽， 8 o~が分裂後期， 20°0が分

裂il"iH明て， 51°0"は単細胞朋てちり，変性卵は18°0て，対

！！日群は 11G'oが牙裂後期， 4 °oう1牙裂前期， 57°0が単細胞

期て、主り，変性卵が20°0て不明卵ウ＇ 7°oと少し増加して

おり， 10日目には無酸素群は 8°oが開制・期， 19°6が桑’'.)f

j胡， 13%が牙裂後期， 12 °o予牙裂diiJ明， 23°0が単細胞

期て，変性卵は21°~で不明卵が 3 °6となっており，対照

群は 3°oが桑う定期， 14°Gt＇；介裂後期， 6 °oが分裂前期，

43°0が単細胞期てあり，変性卵は33°6と更に増加してお

り， 30円目には無酸素群は 26°oが仔虫期， 7 °6；＇）＞蛸叫

期， 19°6が桑ブミ期， 12°0が牙裂後朋， 7 °oが牙裂前期，

14°0がf詳細胞期と発育各朋にわたっており，変性卵は14

00て、札り，対照群；ま26°0が仔虫j明， 15°0が刺虫干期， 10%

が菜フミj明， 8 °oが牙裂期， 11°oが「Ji＿細胞期て， 30°6が変

性卵てヤつ，そこが， 50円口の観察ては無酸素群は56°0が仔

虫期， 5 °oが蛸虫ヰ期， 11%が桑実期， 6 °oが分裂J切， 7 

？。が単細胞と依然として発育期がまばらになっており，

対照群は・－H9Gが仔虫期て， 1%の莱実期と 9%の単細胞
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の他は， 42C?oが変性卵になっていJで．

48時間作用ては培養3円円て無酸素群は 2°oが分裂後

期， 12%が分裂前期， 62%が単細胞期， 22°0は変性卵て

あり，対照群も 3°oが牙裂後期， 10°6が升裂前期， 64%

が「詳細胞期て， 21°0が変也卵て、？冒り， 5日日には無酸素

群は22°0が牙裂後期， 18°6が分裂前期， 40°0が単細胞期

て， 20°0が変性卵てあり，対照群は 2°oが果実期， 12°0

が牙裂後期， 12°6が牙裂前期， 52°0が「詳細胞期であり，

変性卵は22%認められ， lO日口には無酸素群は 9%が蛸

叫期， 9%が桑実用， 15°6が牙裂後期， 20%が分裂前

期， 31%が単細胞期， 190；；が変性卵てあり，刻照群は 4

%が蛸虫ヰ期， 14%が桑3定期， 20°0が牙裂後期， 8 oc;が分

裂前期， 29%がm細胞期て， 25G'oが変性卵となってお

り， 30日日には無酸素群が』7°oが仔虫期， 7 °o/J；蝋叫

期， 7%が桑ブミ期， 6 °oが分裂後期， 7 9oが分裂前期，

15°Gが単細胞期， 11%が変性卵となっており，対照群は

42°6が仔虫期， 11°0が蝋叫期， 19%が桑宍期， 5%が単

細胞期て、， 22%が変性卵てあり， 50日日の観察ては無酸

素群は66°6が仔虫）羽； 2 °oが卸掛期， 7 °oが桑フミ期， 4 

00が牙裂後期， 1°oが~－細胞期て、あり，変性卵は23°0 j> 

出現しており，対照群は68°0が仔虫期， 1 °oが蛸叫期，

1%が牙裂期， 1ヲ。が単細胞朋て，変性卵は3090が認め

られた．

72時間作用ては培養3口口て無酸素群は l00が分裂後

期， i0%が牙裂前期， 65°o t~J詳細胞期， 23 °oが変性卵

になっており，対照群は 5°oが分裂後期， 3 °oが牙裂前

期， 49°6が単細胞期て， 38°o;j~変性卵て 5 c;,j；不明卵で

あった． 5日日には無酸素群は22°0が分裂後期， 12°0が

牙裂前期， 42%が単細胞期て， 219'oが変性卵てあり，

刻！！（｛群は 1%が桑二定期， 11O！］が牙裂後期， (j 00が牙裂前

期， 34%が単細胞期であり， 42°6が変性卵て 5°oが不明

卵となっていた. 10日自には無酸素群は17°0が蛸叫期，

10°0が桑フミj羽， 43°0が牙裂後期， 7%が分裂1)Jj朋， (j 00 

が単細胞期てあり， l6G'oが変性卵となっており，対照群

は 3°oが菜実用， 10%が牙裂後期， 3 °oが牙裂前期， 30

06が単細胞期ており，変性卵は53°0と附加していた. 30 

日日には無酸ぷ群は25G'oが仔虫期， 15°0が齢l虫キWJ.22°G 

が桑つだ期， 10°6が分裂後期， 7%が）｝裂前期， 7%が単

・細胞期て， 13°6が変性卵てあり，対照群は 22°6が仔虫

期， 12%が開虫干j羽， 18%が桑実期， 4 °oが介裂後期， 6 

%が牙裂1]ij)羽， 7%が単細胞期てあり，変性卵は30%て

あっ疋. 50 日日の観主ぎでは無酸素群ぽ47~Gが仔虫期， ¥) 

%が蛸虫ヰ期， 17C'oが桑応用， (j 00が牙裂後期， 3 °o :i•仔

( 89 ) 
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裂前期， 3%が単細胞期， 15°6が変性卵てあり，対照群

は57%が仔虫期， 2%が蝦虫ヰ期， 8%が単純胞期， 33%

が変性卵であった．

t; 120時間作用では培養3日日て無酸素群は12%が分裂

前期，63%が単細胞期， 22°6が変性卵， 3%於不明卵であ

り，ぶH誌群は28%が牙裂後期， 23°0が牙裂前期， 14%が

単細胞期， 34%が変性卵てあり， 5日目には無酸素群は

2%が桑実期， 17%が分裂後期， 8%が分裂前期， 45%が

単細胞期で， 27%が変性卵てあり，対照群は11%が分裂

後期， 4%が牙裂前期， 38°0が単細胞期て， 47%が変性

卵てあり， 30日目ても無酸素群が13%仔虫期， 1%蝋叫

期， 5%桑実期， 13%分裂後期16%号裂前期， 21%が単

細胞期て、，変性卵は30%あり，対照群は 4%が仔虫期，

1%が蛸叫期， 9%が桑実期， 16%が牙裂後期， 7%が

分裂前期， 22%が単細胞期て， 41%が変性卵であった．

50日自の観察ては無酸素群は16%が仔虫期， 4%が蝋叫

期， 14%が桑実期， 19%が分裂後期， 11%が分裂前期，

11%が単細胞期て，変性卵は~4%が認められ，対照群は
14%が仔虫期， 10%が蝋叫期， 10%が桑実期， 7%が分

裂後期， 7%が単細胞期て変性卵は49%，不明卵が 3%

認められた．

（ホ） 45℃癖卵器内培養の場合．

120時間以内作用は何れの場合も無酸素群も対照群も

培養 3日口から既：こ55～75%が変性卵となり， 25～40°6

ば不明卵てあり， 10日目には変性卵が多くなり8日～90°6

が頼粒変性をおこし， 10～15%が不明卵てあり， 30日円

以後の観察ては98%以上が変性卵となっていた．

くへ） 50°C~~H~.器内培養の場合
~4時間以上作用させると，既に培養 3 日目の観察から

両群共に何れの場合も95%以上が変性卵となっており，

他の 5%前後は不明卵であり， 5日目以後の観察ては98

%以上が完全に変性卵となっていた．

4）発育各期姻虫卵におよぼす短期間 (120時間以

内〉の無酸素に対する抵抗試験

本試験の場合の実験成績は第6図？とみられる通りであ

-{;). 

くイ）牙裂期卵の場合

無酸素状態に移す前は四細胞期34°6，三細胞期29%,

二細胞期2（）%であったものが， 30°C瞬卵器内培養て完全

に無酸素状態になるまでの約 3時聞は発育を続けてそれ

以後は発育を停止しているので，無酸素状態から取り出

した直後の観察ては， 24時間， 48時間， 72時間， 120時

間作用させたものは，何れも28～37%が数細胞期卵， 25～

第 6図発育各期姻虫卵の短期間無酸素作用の影響

(30°C, 3 %誠菌斜面寒天培養）

無酸素作用時間. A・・・ ・24時間作用， B・ ・ ・ ・48 
時間作用， C・ ・ ・ ・72時間作用， D ・ ・ ・ ・120時間
作用， K....対照

グラフは%で示している．

30%が四細胞期卵， 17～20%が三細胞期卵， 20～22°0予

二細胞期卵てあり，更に之が培養 3日目には何れも96°6

が揃って柔フミ期に発育しており， 5日自には72時間以内

作用は何れも38%が仔虫期に， 59%が蝋虫ヰ期になってお

り， 120時間作用は少し発育がおくれてss0.：；が蝋叫期，
14°6が桑実期であり， 10日開には何れもgoo.；；；以上が仔虫

期に達しており，以後50日目まで観察したが， 96%以と

が何れえ仔虫期に達しており、変性卵の出現は 4°o以下

であった．

（ロ〉桑実期卵の場合

無酸素状態に移す前は98%が桑実期であったが， 24時

間， 48時間， 72時間， 120時間夫々作用させた直後の観

察では何れも98%が桑実期のままであり，之等を培養：こ

移すと 3日口には33～42%が蛸叫期に. 55～65%が桑実

期であり， 5日自には75～82%が仔虫期に達し， 13～23

( 90 ) 



期になっており， 40日作用までは25～33%が分裂後期て

あり，単細胞は10～22%であったが， 50日から70日作用

までは 23～40%が牙裂期て， 44～67 %が単細胞期てあ

り， 80日作用ては12%が牙裂期に進み， 77%は単細胞の

ま〉て残っており， 90日から 130日作用までは90%が単

細胞期のままであり， 10%前後が変性卵となっており，

I』O日作用ては78%が単細胞期として生存しており， 10

96が変性卵と 12%が不明卵になっており， 150日かう

160日作用ては56～60%が単細胞期のままであり， 16～

28%の変性卵と11～28%の不明卵とが認められ， 170日

から 180日作用ては27～29%が単細胞期て， 5490は完全

な穎粒変性卵になっており ，16%が不明卵であり， mo 
日以上は完全に90%以上が変性卵であった．

培養5日目の観察ては20日作用までは， 69～76°6が桑

実期，20～25%が牙裂後期であり， 30日作用は54%が果

実期， 38%が牙裂後期てあり，40日から70日作用までは

10～15%が桑実期， 62～70%が牙裂後期であり， 80自作

用ては 5%が桑実期， 26%が分裂後期， 29%が牙裂前

期，35%が単細胞期てあり， 90日から 100日作用ては20

～30%が牙裂期てもり， 50～67%は単細胞期であり， 10

%前後の変性卵が認められ， 110日作用ては14°0が二細

胞期に進み， 77%は単細胞期であり，変性卵は10%前後

であり， 120日から 140日作用までは72～89%が単細胞

期て残っており， 15%前後の変性卵と12%位の不明卵j;>
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%が！桝虫ヰ期であり， 10日目には揃って95%以上が仔虫期

に達していた．以後50日固まで観察を行ったが，変性卵

は何れも 5%以下の出現であった．

（ハ〉蝦叫期卵の場合

無酸素状態に移す前は84%が蝋斜期.16%が桑実期で

あったものを， 24時間， 48時間， 72時間｝ 120時間夫々

作用させてから，取り出した直後の観察ては84%が掛叫

期， 15%が桑実期であり．何れも作用前と同じ状態であ

り，之を培養3日自に観察すると， 24時間作用のものは

93%が仔虫期？と， 48時間以上のものは65～69%が仔虫期

であり， 26～32%が蛸叫期として残っていたが， 5日目

には何れも94%以上が仔虫期に達していた．以後50日日

まで観察したが変性卵は 4%以下であった．

5) 単細胞卵におよぽす長期間（ 200日以内〉の無酸

素状態と温度の抵抗試験

（イ） 30℃牌卵器内培養の場合

木試験の場合の実験成績は第7図にみられる様に，無

三

日

へ
湾

五

美

あり， 150日から 160目作用までは46～50%が単細胞期

であり，30～44%の変性卵と10～20%の不明卵が現われ

ており， 170日から 180日作用までは22～26%の単細胞

日

臼
十

期と58～64%の変性卵と14～16%の不明卵が認められ，

190日以上は98%以上が変性卵であった．

培養10日自の観察では， 10日作用は96%以上が仔虫期

に達し，20日から30日作用は74～82%が仔虫期， 8～18 

%が蛸齢期， 6%が桑実期てあり， 40日作用ては 6 %が

仔虫期に， 77 %が蝋虫ヰ期に， 13%が桑実期になってお

日

十

包

数

り， 50日から80日作用までは 3～ 6%が仔虫期， 21～:l8

%が蝋叫期， 41～53%が桑実期になっており， 90日作用

では20%が附叫期， 44%が桑実期， 29%が喜子裂後期でち

り， 100日作用ては45%が桑実期， 41%が分裂後期であ

り， 110日から 120日作用までは37～56%が牙裂期，32

～54%が単細胞期てあり， 130日作用は79%が単細胞期

てあり，僅かの 7%が二細胞期に進み， 14%が変性卵で

あり ， 140日作用は72%が単細胞期て， 30%前後が変性

卵であり， 150日作用は51%が単細胞期， 33%が変性卵

て16%が不明卵であり， 160日作用は28%が単細胞期，
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無酸素作用継続日数の姻虫卵発育に及ぼす

影響（ I ) (30°C, 3 %減菌斜面寒天培養）

グラフは%で示している．

第 7図

酸素状態て10日より 200日におよぶ期間放置し， 10日日

毎に取り出したものを夫々30°0解卵器内て培養した場合

の発育は，培養 3日自には20日作用までは51%が分裂後
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はすべて変性卵になっていた．

培養50日自の観察ては40日作用までは94%以上が仔虫

期であり，変性卵は 6%以下てあったが， 50日から90日

作用までは80～87%は仔虫期であったが， 13～20%と変

性卵が競牙増加しており， 100日から 120日作用までは

53～65%が仔虫期てあり，変性卵は30～36%と更に増加‘

しており， 130日作用ては38%が仔虫期て18%は発育せ

ずに単細胞期であり， 37%が変性卵となっており， 140 

日作用ては23%の仔虫期と26%の単細胞期があり， 41%・

の変性卵と10%の不明卵が認められ， 150日作用ては 3

%の仔虫期と33%の単細胞期が生存しており， 60%は変

性卵となっており， 160日作用ては20%が単細胞期とし

て残り，変性卵は71%の多きに達し， 170日作用ては1Q,

%の単細胞卵と 80%の変性卵と 10%の不明卵となり，

180日作用ては 4%が単細胞として残り， 87%が変性卵’

て 9%が不明卵てあり， 190日以上てはすべて変性卵て

あった．

之に対して寒天培地て30°0瞬卵器内て培養した対照群ー

は10日自にはすべて仔虫期に達したが，

150日目頃から変性卵が少し増加してきた

が， 200日の観察ても尚8fi%以上が仔虫親

として生存していた．

（ロ）35℃僻卵器内培養の場合

本試験の実験成績は第8図のま側にみら

れる通りて，培養 3日目の成績は15日作用

までは90%が牙裂期となり， 20日作用では

40%が牙裂期， 29%が単細胞期であり，変

性卵も10%以下であったが， 25日作用ては

649~が牙裂期， 12%が単細胞期て，変性卵

は 24%であり， 30日作用ては 59%が分裂

期， 20%が単細胞期であり， 20%前後の変

性卵が認められ， 35日作用ては50%が単細

胞であり，残り 50%は変性卵となってお

り， 40日から50日作用までは， 3～ 4%の

I I I・・・ 日間 n口日日日 ・・園田園悶図汀日目白日 二細胞期と35～45%の単細胞期て， 50～60
五 ・・ E岡 Mni Ml nn nn 111 11n 1rn 11n E圃・ 関問日 Mn11 11n irn nn nn 
十 EI I ~ M M m m 111 M l~I l~I m I I I ~日 M Ill l~I 111 Ill 111 111 %が変性卵となっており， 60日作用て27%

日 EI I ~I ~I ~I nJ ~i n IN ~ ／~I ~~ I ~ 岡山 I~ ~ Ii ~II ~~ ~i ~~ 目 の単細胞期と60%の変性卵と10%の不明卵

fO 15 20 25 JO万4045 50 qO 11} 80 90 !0 !Z If !l ZO ZZ Z5 Zl JO 4050 60 が現れており， 70日以上の作用てはほとん
( J 5 ° c 放置j (4()0［ 放置）

f無酸素継続日数 無酸素継続自殺 どすべて変性卵となっていた．

例：国単細胞 H 分梨期間桑実期間並~叫期日仔虫期間変位卵何日明卵ま含む｝ 培養 5日日には15日作用までは60～90%

無酸素作用継続日数の掴虫卵発育に及ぼす影響（II) が桑実期， 24 %が牙裂後期て，変性卵は

(35°C並びに 40°C, 3 %滅菌斜面寒天培養） 10%以下であり， 20日作用ては73%が桑実

グラフは%で示している． 期， 15%が分裂後期て，変性卵は12%であ
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56%が変性卵であり，16%が不明卵となっており，

日から 180日作用までは14～16%が単細胞期であり， 68

～76%の変性卵と 8～18°0の不明卵があり， 190自作用

以降はすべて変性卵であった．

培養30日目の観察ては90日作用までは何れも90%以上

が仔虫期に達し，変性卵は10%以下であり， 100日作用

ては76%が仔虫期に達し， 20%が変＇I~~てあち， 110日

から 130日作用ては40～66%が仔虫期に達し， 20～30%

の変性卵が現れており， 140日作用ては13%が仔虫期に

達し， 12%が蝦叫期， 7%が桑実期， 18%はまだ単細胞

期てあり，35%の変性卵と15%の不明卵が現われており，

150日作用ては 3%が仔虫期に達したが， 10%の牙裂後

期， 35%の単細胞期が残っており， 45%以上が変性卵と

なっており， 160日作用は 1%が牙裂後期まで発育し，

20%は単細胞期てあり， 68%の変性卵と11%の不明卵が

出現しており， 170日から 180日作用までは単細胞から

発育せずに17%はまだ生君子しており， 72～76%が変性卵

となり， 7～12%の不明卵が認められ， mo日作用以上

170 

目

王

（
后

日
一実

十

日
日

三
十
日

数
）

第 8図
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り， 25日作用ては12%が桑実期， 27%が分裂後期， 32%

が牙裂前期， 9%が単細胞で， 23%が変性卵になってお

り， 30日作用ては25%が分裂後期， 32%が牙裂前期， 20

%が単細胞， 23%が変性卵であり， 35日作用ては 5%が

二細胞期， 35%が単細胞期て， 60%が変性卵となってお

り， 40日作用ては28%が単細胞で700，，：；が変性卵であり，

45日から60日作用までは12～20%が単細胞卵て， 80～85

9；は変性卵となっており， 70日作用以上てはほとんど変

性卵であった．

培養lO日目には15日作用までは68～90%が仔虫期にな

り， 20～24%が蝋叫期て，変性卵は10%以下であり， 20

日作用ては48%が仔虫期， 28%が蝋虫ヰ期， 14%が桑実期

て，変性卵は10%であり， 25日作用ては 2%が桑実期，

45%が牙裂後期， 20%が分裂前期て，変性卵は28%であ

り， 30日作用は24%が桑実期， 24%が分裂後期， 17%が

牙裂前期， 12%が単細胞期， 24%が変性卵であり， 35日

作用は 4%が牙裂前期， 31%が単細胞期， 60%が変性卵

であり， 40日作用は12%が桑実期， 24%が分裂前期， 64

%が変性卵となっており， 45日から60日作用までは 8～

12%が単細胞期て， 90%前後が変性卵となっており， 70

日作用以上はすべて変性卵であった．

培養30日自には20日作用までは90%前後が仔虫期に達

し， 10%前後の変性卵があり，25日作用ては10%が仔虫

期， 6%が桑実期， 15%が牙裂後期， 15%が牙裂前期，

6%が単細胞期， 28%が変性卵て、あり， 30日作用ては 9

%が仔虫期， 4%が桑実期， 5%が牙裂後期， 7%が好

裂前期， 5%が単細胞期て， 69%が変性卵てあり， 35日

作用ては 9%が仔虫期， 4%が牙裂期， 10%が単細胞

期， 77%が変性卵であり， 40日作用ては10%が桑実期，

16%が分裂期， 74%が変性卵であり， 50日から60日作用

ては 6%以内の単細胞卵が残り， 90%以上は変性卵とな

っており， 70日作用以上ては変性卵て、あった．

培養50日自には20日作用までは， 90%が仔虫期， 10%

が変性卵であり， 25日作用ては28%が仔虫期て， 60%が

変性卵， 12%が不明卵であり， 30日作用は13%が仔虫期．

87%が変性卵であり， 35日作用ではl0%が仔虫期， 90%

が変性卵てあり，羽田作用以上は桑実期までしか発育せ

ず何れも変性卵に移行していた．

刻照の寒天揖地の場合は第9図にみられる様な実験

成績で， 5日作用ては88%が仔虫期に， 7日作用では73

%が仔虫期に達するが， 10日作用てはt18%しか仔虫期に

達せず，他は分裂期、または桑実期から変性卵となり， 15

日作用ては10%が仔虫期になるが，ほとんどが桑実期ま

( 93 ) 
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一一一O一一一35°C加温
(3 %減菌斜面寒天培養）－x-40°C加温

一一一口一一一45°C加温

ての発育から変性卵に移行し， 20日作用以降35日作用ま

では60%が牙裂期まで発育するが，以後は発育せずに変

性卵となり， 40日作用ては20%位が分裂期に発育してか

ら変性卵に移行し，他は単細胞卵から直ちに変性卵に移

行しており， 45日から50日作用ては15%が10日位単細胞

期て生存しているが，やがて変倒Hとなり， 60日作用以

後はすべて変性卵になっていた．

（ハ） 40°0￥陣卵器内培養の場合

本試験の無酸素群の実験成績は第8図の右側にみられ

る通りであり， 5日作用ては10日自に84%が仔虫期に達

するが， 7日から12日作用までは培養30日目て8fi%以上

が仔虫期となり，変性卵は12%位であり， 15日作用ては

培養30日目て45%が仔虫期となり， 50日目に｛ま60%が仔

虫期に達するのみで， 18%の蛸斜期と22%の変性卵が認

められ， 17日から 22日作用までは約 45%が発育を開始

し，培養30日目て21～28%が仔虫期になるが，他は牙裂

期叉は桑実期から変性卵に移行しており， 25日から27日

作用までは20%以内が単細胞期て残っていたが，以後発

育せずに変性卵となり， 30日作用以上ては発育せず直ち

に変性卵になっていた．

対照群は第9図にみられる様な実験成績で， 6日作用

ては74%が仔虫期となり， 26%が変性卵てあり， 7日作

用ては培養10日自には28%が仔虫期， 16%が蛸斜期， 4 

%が桑実期， 17%が牙裂期， 15%が単細胞期であり， 20



培養5日日ては80日作用までは異常なく， 90日作用て

は69%が生存しており， 30%が変性卵および不明卵てあ

り， 100日から 120日作用までは40～55%が生存してお

り， 40～50%が変性卵であり， 130日から 160日作用ま

では12～22%が生存しており， 45～60%が変性卵て、， 27

～37%が不明卵であり， 170日作用以上ては80%は変性

卵て，残り20%が不明卵てあった．

培養10日目以降は90日作用以上は段々と変性卵が増加

しており， 50日目の観察ては生存仔虫期卵は70日作用ま

では83%以上が， 80日作用ては60%,90日から 110日作

用までは42～45%, 120日作用は20%, 130日作用は 7

%, 140日作用以上てはほとんど生存卵を認めず， 07%

以上が変性卵となっていた．

対照群は 200日ても88%が完全に仔虫期卵として生存

しており，変性卵は10%前後であった．

7) 細菌混在による抵抗試験

本試験の実験成績は第l表にみられる通りであり， B.

coli生菌を加え；士ものは培養20日目ても姻虫卵はすべて

単細胞卵であり， 25日目になって 1%が蛸叫期， 6%が

桑実期， 4%が分裂期， 80%が単細胞期てあり， 30日自

には 8%が1子虫期， 7%が蛸虫ヰ期， 2%が桑実期， 3% 

が分裂期， 80%が単細胞期であり， 35日自には32°6が仔

虫期， 10%が蛸叫期， 48%が牙裂期， 10%が単細胞期で

あり， 40日日には87%が仔虫期， 12%が蛸叫期， 1 °6が

分裂期に発育していた．

対照として 1%ホルマリン水て B.coliを死闘とした

ものと畑虫卵を混りたものは，培養5日目て89%が桑実

期， 2%が分裂期， 9%が単細胞期であり， 10日自にな

13%が仔虫期， 81%が蛸叫期， 6%が桑実期てあり， 15

日自には61%が仔虫期， 37%が蛸斜期， 2%が桑実期で

あり， 20日自には94%が仔虫期， 6%が蛸虫ヰ期であり，

25日自にはすべて仔虫期に達していた．

P. Morganii生菌を混在させた場合には B.coli生菌

と同様にやはり培養15日目までは畑虫卵はすべて取細胞
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%が変性卵であったが， 30日自には39%が仔虫期に達し

たが，大部牙は牙裂期から変性卵となり， 10日作用ては

30%が発育し， 30日目てもまだ分裂期てあるが， 50日自

には15%が仔虫期となり，他はすべて変性卵となってお

り， 12日作用ては20%以内が分裂期になるが，それ以上

は発育せずに変性卵となり， 15日から22日作用までのも

のは10%位が二細胞期になるが，それ以上は発育せず変

性卵となり， 25日作用以上は単細胞から発育せずに変性

卵となっていた．

6) 仔虫期卵の長期間（200日以内〉の無酸素に対す

る抵抗試験

本試験の場合の仔虫期卵の生存率は第10図にみられる

通りである．

20 ~o 40 50 印 7。釦 90 100 llO 12。x,o140 lう0160 17。1加円。 200

日数

無酸素作用継続日数と生存率の関係

（仔虫期卵， 3%減菌斜面寒天培養）

培養 3日目て無酸素80日間作用までは92%以上が生存

しており， 90日作用ては76%が仔虫期て， 11%の変性卵

と13%のボ明卵があり， 100日から 120日作用までは45

～57%が仔虫期て， 20%前後が変性卵てその他30%前後

の不明卵が出現し， 130日から 140日作用ては27%が仔

虫期て， 23%が変性卵， 50%が不明卵となっており，

150日から 160日作用ては11～18%が仔虫期， 56～73%

が変性卵て， 17～26%の不明卵があり， 170自作用6以上

ては80%以上が変性卵となり，残りはボ明卵て完全な生

存卵は認められなかった，

第10図
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期てあり， 20日自にほ 3°oウA牙裂朋， 97°-6が単細胞加で

あり， 25日目には 1°6が桑実期， 5 °6が分裂期， 94°0が

単細胞j羽てあり， 30日円には31°oが牙裂期， 60°0が1p＿和！

’胞J羽てあり， 35日日には 6°oj＇；仔虫朋， 42%が斜配｝朋，

40%が柔ソミ期， 12°0が分裂均！となり，』O日日には8」00が

仔虫）剖， 16°6が蛸叫期となった．

対・照として loc;ホルマリン氷て P.Marg.αniiを死閣

とし疋ものと混じ足場合は，やはり B.coli死閣の場合

と同様に培養 5円口て50°0予果実期， 40°0が分裂矧， 10

匂が「詳細胞期てあり， 10日円：こvよ14°6が仔虫期， 69°0が

百拍羽田， 18oc;が桑実期でゐり， 15口口には 82°oが仔虫

期， 18°6"が蛸叫期となり， 20日11；こな93%が仔虫期， 7 

・0,6"-j）鮒叫期となっており， 25日口にはすべて仔虫期とな

っていだ．

討論

抑l虫卵培養に’ま 39o1威悶斜面寒天培地を使用し疋か

G，虫卵発ffに必要な湿潤状態と酸素供給は常に光牙に

均等に行きわたっており ，細菌やカピの影響を受げるこ

ともなく無菌的操作が出来て市も胴虫卵の発育を阻止す

る色々の悶子は合ま礼ず，従コて本研究の場合の無酸素

状態および温度以外の因子；ま除外されている為に銅虫卵

の抵抗性の観察が権めて容易てある．

試験J:i'=i地生無酸素状態にするには Pyrogallol 使用に

よる Buchner氏嫌気性刺市塙養法にrmGて行い， 予備

試験として Pyrogallolの黒変による無酸素状態指示と

共にメチレン青による脱色反応による折示を併用して，

比較内的温（30°C～50C）の場合に何時間て完全に無酸

素状態になるかを確か心てから，胴虫卵の無酸素試験を

行つ，と．

胴虫1J'i.*RJ胞卵を無酸素状態て 30°C培養を行った場合

に， 120時間作用以内ては何れも無酸素状態にある期間

中は，成3におる通り単細胞期のまま発育を行わず，爾

後酸素を供給すると発育を開始し，培養10日日には何れ

も959旬以とが仔虫期に達し；でので， 120時間以内の無酸

素朋問中は単細胞卵は休止状態に留まり，何らの発n阻

止作用も短期間の無酸素作用ては認められなかった．

姻虫単細胞卵を無酸素状態で35°C培養を行った場合に

は， 120時間以内の作用ては単細胞期のままで休止して

おり，以後酸素を供給して30℃培養に移すと，培養10口

百には82%以とが仔虫期？となった．一方刈HCTの35°C加温

のみの場合；こは72時間以内の．作用ては爾後30。C培養を行

えぼ順調に発汗したが， 120時間作用て；士温度の影響て

楚ffが捌叫朋以降からおそくなり，培養10日日てま，で』3

( 95 ) 
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。。しか仔虫WJ：二述せ ）＂， 30日「1）こ：玄関%が仔虫加になっ

たが，10°0前後は分裂期以後の発行朋から頼粒変性とな

る.HPち35°Cつ温度に 120時間以上作用させ，E場合；こは

無酸素状態δ郎l虫巾細胞卵J対照の場合よりも温度の影

粋を受けにくい．

胴虫単細胞卵を無酸素状態て.:!Q'c培養を行った場合に

は， 72時間作用までは何らの影秤ま受けず，以後酸系を

供給し30。C培養に移すと順調に発T'f~ 90°0が仔虫期：こ達

するが， 120fUJ間作用ては少し温度の影枠があり， 82°~

位が仔虫期に達しえが， 18°0（ま変性卵となってい之．対

日目：ま72時間作用まて、は8fiqoが一応仔虫期；こ達するが，月

余て死滅するものが多く， 48時間作用て、20°0, 72時間作

用て22°0が変性しており， 120時間作用ては7590がーお

仔虫期：こ達するが， 26°0は発ff途中から穎粒変性をおこ

し，明らかに無酸素状態て加温し土場イ干の方が温度の影

響を受けにくい．

姻虫ljt細胞卵を無限京状態て、品 C培養を行つえ場合に

は48時間以上作用ては温度の影響が現札、とおり， 48H寺間

作用後に酸素供給し30°C培養に移しても， 50°0は仔虫朋

に達するが時日の経過と共に発行述中から変性卵に移行

するものが増加し， 72時間作用ては 3°oしか仔虫期（こ達

せず， 120時間作月jては50～60°0が菜ゾミ畑まで発i'f寸る

のみで以後は何れ主変性卵となる．対照群は.hl2に温！交の

影枠が著明て48時間作用以内は一山80°0が仔虫別に達す

る事，その後変性卵になるものがちく忠義50日日には24

時間作用て4-1°;,.48時間作用てH1°oしか仔虫朋卵が生存

せず， 72時間作用以上ては桑実期支ごの発行から変性卵

となるものが多い．

胴虫単細胞卵は50°C培養ては24時間以上作用させると

無酸素群も刈・n日昨も温度の影枠を受け，何れも単細胞か

ら直ちに穎粒変性をおとして死滅する．

結局姻虫lji_細胞卵を無酸素状態て35。C～J5cCの聞の温

度に短期間少くとふ数日作用させた場合には，有酸素状

態よりも温度による影響を受けにくいと云う苧；だが判明

した．これは加i虫卵が無酸素状態て休止している為に，

打開電車状態で市町している胴虫卵に比して消耗が少ない

為に温i支に刈・して強いと考えることが出来る．

仔虫期卵を無酸素状態て40°C培養すると，48時間作用以

上は有険点状態にもどして30°C培養を行っても日数の経

つに従い生存卵が段々と少そくなり， 50日円てA8時間作

用が10°6, 72時間作用が75°6, 120時間作用が80%と変性

卵は増加して居たが，やはり単細胞の局令と同様に有酸

素状態よりは殻牙温度に刈・して無酸素状態の方が強かっ
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た．尚仔虫期卵の場合は35°C以下の温度ては無酸素状態 阻止作用は増加し， 130日作用ては変性卵が更に増加し

も有酸素状態も影響は認められなかったので，畑虫仔虫 て仔虫期に達するものは僅かに40%前後となり， 140日

期卵が自然環境下て夏季生存し得ることが確認出来た． 作用ては23%が仔虫期に達するのみであり ， 150日作用

叉仔虫期卵は45°C以上の温度に対しては弱く，間もなく ては 3%しか仔虫期にならず， 160日作用ては分裂期ま

死滅寸ると云う程に強く影響を受けるととが判り，虫卵 て発育してから死滅し， 170日作用以上ては発育能力が

の熱処理に必要な最低温度が七の附近の温度であること 完全になくなりやがて全卵死滅寸る．即ち無酸素状態て

が判明した． 30°C培養ても長期間作用させれば順次発育能力を失って

畑虫単細胞卵を水道水て培養を行った時の35°C培養て 行き 160日以上におよべば死滅してしまうととがが判明

は72時間作用以上の場合に，爾後30℃培養にもどしても した．文献にみられる Martinの 3カ月半の無酸素状態

発育がおそくなり，無酸素状態て 120時間作用は78%が 以後にかえって重要な点が見出され，特に140日～150

仔虫期に達し， 20%が変性卵となり，対照は65%が仔虫 日て、急に無酸素に対する抵抗力が失われるととは興味あ

期となるも月余て死滅するものもあり， 50日目には』6% る問題である．

と云う変性卵が出現していた．乙れは寒天培地の成績よ 長期間無酸素状態て加温しだ報告も見当らないが， 3f>

り悪く，培地の腐敗が考えられるだけ余牙の因子が加わ 。Cて長期間無酸素培j告を行うと20日作用までは80%以上

った為と思う． 尚との水道水培養の対照群の成績は吉 が仔虫期となり，25日作用以後から遂次発育阻止作用が

旧 (1923）の報告と近似している． 現れ始め， 仔虫期まで発育するものが 23%と急激に減

畑虫単細胞卵を水道水て＇ 40°C培養を行うと，培地の腐 じ，30日作用ては13%しか仔虫期に達しないで、，大部分

敗による影響か更に強い為か，無酸素状態も有酸素状態 は桑実期叉は蛸叫期、から変性卵に移行する.35日作用て

も共に発育も悪く死滅卵も増加じており ，この成績は背 は約10%が仔虫期に達し，大部分は桑実期から変性する

木 (1934）の報告と近似しており，との場合には無酸素 が，cの辺りが35°0の場令の無酸素状態ての仔虫期に達

状態による虫卵の休止状態て温度に対するよりも，培地 する掴虫卵の限度と考えられた.40日作用ては桑実期ま

が加温されて以後の腐敗促進の為に虫卵が害をより多く て，50日作用ては牙裂期まで，GO日作用以上ては発育せ

受けたものと考えられた．即ち35°0～45°Cの温度て氷道 ずに死滅する．而し対照の35°0培養ては10日作用では品、

水の培地は腐敗の影特ひかなり強く作用する． %が仔虫期に辻：し， 15日作用ては10%が仔虫期に達し，

発育各期の胴虫卵は何れも30℃培養て無酸素状態に短 20～25日作用ては牙裂期まてて以後月余て死滅し，30～

期間作用させると，モの期間は完全に発育を休止してお 35日作用ては僅かのものが牙裂期まて、，40日作用以後は

り，以後酸素を供給すれば順調に発育を継続して仔虫期 発育せずに死滅することも判り，無酸素状態にした方が

まで発育を完了する．即ち胴虫卵は如何なる発育期にお やはり長期間の温度作用に約しても抵抗が強い．

いても短期間の無酸素状態ならば，確実にその期間中は 40℃て長期間無酸素培養を行った場合は，15日作用ま

発育を停止させるととが出来る．叉その後の発育阻止は では80%が仔虫期に述し， 17日作用ては過半数は発育能

一切認められず，以後酸素を供給すると順調に発育を完 力を有しており， 20%が仔虫期に達したが， 20日作用で

了する． は約1んは発育能力を有し20%がやはり仔虫期に達し，22

畑虫単細胞卵を30°0培養て長期間無酸素状態に放置し 日作用ては穫かに仔虫期に達するものがあり，何れも牙

ておくと， 90日作用までは80°-6以上が以後酸素を供給す 裂期秦実期まで発育して変性になるものが多く，i也は単

ると発育して仔虫期となり ，Martin(1913）や大場(1923) 細胞から直ちに変性卵となり， 25日作用’以上ては20%以

の報告と同様に無酸素状態、て、は休止を続けていたと考え 下の単細胞卵が短時日生存していたが何れは死滅する．

てよいが，それ以上の長期間作用の報告はないが，著者 対照では 7日作用以後で発育阻止作用が現れ， 38%が仔

の実験でそれ以後に重要な阻止作用乃至死滅作用がある 虫期となるのみであり ，LO日作用ては僅かのものが存虫

ととが判明した．即ち 100日～120日作用ては55～76% 期に達するが，大部長子は分裂期から変性卵となり，12日

が仔虫期に達したが，発育途中からの変性も増加して30 作用ては分裂朋まで， 15日作用以上ては発育せずに変性

～40°Gとなっており，休止状態以外に僅かに発育阻止作 卵となり，無酸素状態よりもやはり早く死滅する．

用がζの位無酸素状態に姻虫卵が置かれた場合には生U 仔虫期卵を30°0て長期間無酸素培養を行うと，70日作

てくる．以後は日数が増すごとに無酸素状態による発育 用までは 以後酸素供給を行えば 83%以上が生存してお
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り，以降無酸系作用期間：こ1,L；：；.て＇t仔卵卒、減じ， son作

用ては60Cio,90日～110円作用ては40～4590,"'.l；生害 し，

120日作用ては20°0, 130円～ 150日ては 8°o位が生保

ナるのみでちり ， mo円作用以｜二てはほとんど死滅して

し士う．仔虫j明卵ま長期間無円安京作用に対するJ巧抗はT詳

細胞卵の場合とほとんど同様な傾向があることが判明し

え.11!1 ＿；仔虫）明卵も 130日～150日までが長期間無酸素

作用に刈ーする抵抗性の限度てzちる と考えられ疋．

姻虫卵は総合して考えら！しることは無酸点状態て短期

間ならば発行休止しており， .KJ明i旬、どは 150円位士でし

か何抗出来ないちのと忠はれ，ズ加温に刻－してはM:円安素

状態の方が抵抗性が強いと云う乙とが判つ疋．

B. coli叉は P.lvlorganiiを混在させると畑虫卵は細

菌の生活中は発ffを行わず，あたかも休止状態にあり，

細菌がj死滅すると胴虫卵が発行を開始し 20日位経過す

ればほとんど仔虫期に達ナる．ζの場合に B.coli Xは

P. Alorganiiの毒素によるものであれば死菌と混血Jさせ

ても鯛虫卵は発育しない符であり ，もし生菌が酸素を必

要とナるため無酸素状態による畑虫卵の休止状態とすれ

ば，ホルマリンて死菌としえ場合には明らかにすぐ畑虫

卵：ま発ffナる惇て、あり，実際Jこ実験を行い予怨通りに発

育し 15日でほとんど仔虫期になっ：ヒ との結果は B.

coli叉は P.1Vlorganiiに上り培地中の酸素が使用、さ

れている問は蜘虫卵を無酸素状態て培養していると同じ

状態になり，一時発育を休止しており，その後細菌の滅

亡と共に発行するものと考えら札疋．この事実から脇竹

内て胴虫卵が発行しないと云うととは，混｛f.細菌により

無酸素状態となる可能性が大てちると考えられ，従って

姻虫卵が休止状態て腸管内：こ問まっている為；こ発行せず

に，単細胞卵でltS使と ・M：こ体外；こ排？世されてくる一閃

となっていると忠われる．

要約

1) 「ti納胞，分裂期，桑フミ朋，虫[f-f叫期，仔虫期各発r'f

段階の豚姻虫卵を主とじて 3°o滅菌斜面寒天培地（一部

の実験ては水道水を用いて培養ナる〉に塗布し，比較的

自温（30～50℃〉下の無限点状態に長期間（200円以内〉

におよび放置した後に，観祭培益：亡移し50日間にわ／どり

その後の卵の発？？，死滅状態の観祭を行つt.:.

2) 姻虫単細胞卵は30～』ocの温度ては， 24～12011年

間等比較的短期間無酸素状態：こ放置の場合，繭後の発r'f

或は死滅に何等の影響を認。'4.1＂.併 し』5c0：こなると72

時間以上の無酸素状態の政置は，その後の発y'Jが巡延を

来疋し来実用以後の死滅卵が増加ナる．又35～品。Cの温

( 97 ) 
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度ては無酸素状態の放置卵はその対！！日のイi酸素状態の虫

卵に鮫べ，爾後の発T1fご、温度の障：rfをかえって受け難い

ととが判った．

3) 姻虫卵！：：35～45Cの温度条件下て；k道本培養を行

った場合と，寒，疋培養士行つえ場合と比較すると，無酸

素状態と有限必状態とを問わず，水道水培養の方がきの

後の培養観祭て発古が悪く死滅卵が遥かに多くなる．；と

は恐らく水の腐敗が原因と忠われる．

4) 捌虫 ~MHI胞卵生無限必状態て30°Cの温度に長期間

放置 し，モ場合ば90日間て、は80°0以上がその後の括・養観祭

ど仔虫！羽：こ達し／たのに反し， 110日～120日間てふる5～

76°0, 130日間ては』OCI;,r)lj後， 140日間て23°0, 150日

間て39oのみ［子虫JYJに逮レヒメ l』0Fl間以後は出養観

祭て大部牙のものが桑実j-~Jから変性卵にな4のが認め

られ， 160円以後は牙裂期から変性卵となり ， 170日間

以後は単細胞かり兎r'fを認めず後観祭の必要を認：0V~程

J!.tてわった．

5) 胴虫単制！弘卯を無酸素状態て35℃の温度に長期間

放置した場合は20 日間ては80°~以上が仔虫期に述し， 25

日間ては急速に減じて23°6が仔虫朋となり，大部牙；よ桑

尖j叩およ r·~!kfヰ虫判明までの発百から変性寸る. 30～35日間

て、は10～l3°oが仔虫朋となり大部分は桑実期から変性す

る.40～50日間ては大部分は牙裂期て一部が桑XJ由主て

発育ナるが以後は発T1fJよずに変性卵となる.60日間ては

発古せずに単細胞のままで死滅する．対照として行つえ

35°C加温のみの脇合は 5日間作用ては90°0ぷ， 7日間て

は60～7090が， 10 日 nu －ど v1 45°oが， 15 日目 ては10＇？~が犬

々仔虫朋：こ達するのみど，ちり，20～25日間ては分裂j制上

て約半数が発r'fナるが，月余でほとんど死滅ナる.30日

～35日間ては分裂期去で，40Fl～50日間ては一部が分裂

朋まて発r'fナるが大部分：ょ単細胞か己変性卵となる. 60 

日間ては単細胞からtt'I5に変性卵になっている．

6) 姻虫「詳細胞卵を無酸系状態て40°Cの温度に長期間

放置し足場合は15日間作用’までは8090以上が仔虫期とな

るが，17日間ては約半欽が発行能力を有しており20°0は

仔虫期：こ達するが， 20円～22円間てはイ喧かに｛子虫朋：こj主

する虫卵もあるぷ， 大部分；よ発行途中から変性卵とな

り ， 25 日間て：－；： 20°0以~qi紺1胞のままて20 日位生存してい

るが発古せずに死滅し， 27 口問て：ま14°0位 ~.）： iれ細胞て10

日位生存しているがやはり発行せずに死滅する. 30日間

ては単細胞で10°0位が 5日位生存し以後死滅し，35日間

ては完全に死滅する．対照の40cの加温のみの場合ぷ 5

日間作用て7』06かfF虫朋となり， 7日間ては38°0日ff虫
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期となるも，桑実期およ h：矧叫j明から変性ずる虫卵が多

く， 10日間ては僅かが仔虫期になるも大部牙：土升裂｝ti]か

ら変性卵となる. 12円間ては分裂期までの発育て、以後変

性卵となり， 15日間ては変性卯に直1ぅ：と移行している．

7) 胴虫仔虫期卵を無酸素状態て30°0の温度に長期間

放置すると， 70日間作用までは 83°a以上が生存してお

り， 80日間て、60°0, ¥:JO t3～110日間ては40～－±5%, 120 

日間ては20%, 130日～150日ては 8°o位が夫々生存し

ており， 160日間以上てはほとんど、完全に死滅する．尚

対照＇.;t250日ても8fi0o以上が生存していた．

8) B. coliおよび P.Aforganii生菌を夫々畑虫卵と

混在させて30°0作用を行うと，細菌の生存している20日

間位までは姻虫卵は発育せずに単細胞てあり，以後細菌

が死滅すると発行を開始し全卵仔虫期に達する． 1 O｛；ホ

ルマリン水て、 B.coliおよび P.f..Iorganiiを死菌とし

て混在させた場合には，胴虫卵は旺！＞v，こ発育を開始して

仔虫期に達し，何らの影特も受けていない．との結果生

菌混在の場合には細菌が酸素を必要とするので，そのた

めに酸素が欠乏し姻虫卵は細菌が生存期間中は発育が単

に惇止しているものと考えられた．

捌筆するに当り御指導を賜った分局所長，恩師板垣WJ

士，予研石崎博士に謝意を表します．

情本論文の要旨は第 16回，第 17回，第四回日本寄

生虫学会東日本支部大会並びに第 29回日本寄生虫学会

総会で発表した
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STUDY ON THE ASCARIS EGGS EXPOSED UNDER THE OXYGEN 

FREE CONDITION FOR A LONG TIME AT A 

RATHER HIGH TEMPERATURE 

SHIGEHIRO OHZU 

(Sat加 naPrefectural Institute of Public Health、Olzmiy叫 Japan)

The ascaris eggs stop their growing when they are exposed under oxyεen free condition 

for a certain period at temperature of 30°C, even if they are in such growing stage as a mono 

cell, cell division, a morula‘a tadpole or a larval stage九

The eggs exposed under oxygen free condition at temperature of 35 to 45°C are found to 

refuse the effect of temperature more strongly than those under the pre記 nceof oxygen. 

Martin (1913) observed the eggs in the absence of oxygen for 3 months and a half and 

stated that they would merely stop their growing. The pre日 ntexperiment, however, indicated 

that when the eggs were exposed under oxygen free condition at 30°C they survived for 150 

day~ whereas none of them 山口廿edafter 170 days. 

At 35°C the eggs in the a恥enceof oxygen survived for 30 to 45 days whereas in the 

pre河口ce of oxygen they survived for only 15 days. And at 40°C the eggs in the absence of 

oxygen survived for 22 days whereas in the pr田enceof oxygen for 10 days. 

When the eggs are mixed with the living B. coli and P. morgiαnii bαc li their growinε 

are stopped as long as the己ebacilli are surviving, and when these microorganisms are killed by 

1 % formalin, they begin to grow. 

It should beεiven as a conclusion that the eggs with living bacilli stop their growing 

because the oxygen in the medium are consumed by the microorganisms. 

( 99 ) 




